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研究の要約 

幼稚園教育要領改訂により，幼稚園の目標「環境」において「思

考力の芽生え」を培うことが新たに挙げられた。幼稚園教育の中で

は，人間として生きていくための基礎を培うために大切なことの一

つである「思考力の芽生え」を培うような探究的な実践が重要とな

ってくる。 

そこで，「様々な素材を用いた製作活動・構成遊び」を題材にし

た実践保育について，「遊びこむ」ことに視点を当てて振り返るこ

とを通して，思考力の芽生えを培うための教師の援助の在り方を探

っていくこととした。 

その結果，「遊びこむ」ことと「思考力の芽生え」の関係を明ら

かにすることができ，思考力の芽生えを培うための教師の援助の在

り方を具体的に表し，整理することができた。 

 





 

 １

Ⅰ 問題の所在 

 

平成１８年の教育基本法改正に対応して，学

校教育法二三条【保育の目標】三項において，

「思考力の芽生え」を養うことが新たに挙げら

れている。また，『幼稚園教育要領解説』の領

域「環境」〔内容の取り扱い〕（１）でも，

「思考力」のことについて 

 

 

 

 

 

 

と示され，幼稚園教育の中で人間として生きて

いくための基礎を培うために大切なことの一つ

として「思考力の芽生え」が挙げられている。 

以上のことを踏まえ，学校教育の始まりであ

る幼稚園教育においてはぐくむべきことは何か

と自分なりに考え「自ら考え，行動する力」を

意識して日々，実践保育を行ってきた。しかし，

自己の保育を振り返ると，周囲の様々な環境に

触れて意欲的にかかわったり，自分がもった疑

問をもとに試行錯誤を繰り返したりといった思

考力の芽生えを培うような探究的な実践となっ

ていない。 

『幼稚園教育要領解説』で「幼児は，活動に

没頭（没入）する中で思考を巡らせる」と述べ

られている。また，秋田(2009)は，「遊びこめ

る子どもが学びこめる子ども，主体的に探求で

きる力の礎になる」と述べ，「遊びこむ」を

「没入している状態」としている。このことか

ら，幼児が「遊びこめる」ような援助を行うこ

とが，幼児の思考力の芽生えを培うことにつな

がると考えた。 

そこで本研究では，「遊びこむ」ことに視点

を当てて保育を振り返り，思考力の芽生えを培

うための教師の援助の在り方について探ってい

くこととした。 

Ⅱ 研究の目的 

 

様々な素材を用いた製作活動・構成遊びの実践

保育を対象に「遊びこむ」ことということに視

点を当てて保育を振り返ることで，次の２点を

明らかにする。 

➀ 「遊びこむ」と「思考力の芽生え」の関

係を探る。 

② それに基づいて，思考力の芽生えを培う

ための教師の援助の在り方を考察する。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 （１行空ける） 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 検証保育の計画と実施 

３ 検証保育の分析と考察 

 （１行空ける） 

Ⅳ 研究の内容 

 （１行空ける） 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 （１行空ける） 

(1)  「思考力の芽生え」について 

ア 「思考力の芽生え」とは 

 『幼稚園教育要領解説』では，「思考力」に

ついて「他の幼児の考えなどに触れ，新しい考

えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自ら考え

ようとする気持ち」と示している。また，無藤

(2011)は，「思考力の芽生え」について「環境

について理解しようとする，わかろうとする，

考えようとする意欲」と述べている。 

そこで，本研究では「思考力の芽生え」を

「自ら考えようとする気持ち」と考えた。 

イ 「思考力の芽生えが培われる過程」とは 

『幼児期から児童期への教育』３）の中で,

「学びの過程」について次のように述べている。 

 

 

 

環境とかかわり，次第に周囲の世界に好奇心

を抱き，その意味や操作の仕方に関心をもち，

物事の法則性に気付き，自分なりに考えること

ができるようになる過程を大切にすること。 

特に，他の幼児の考えなどに触れ，新しい考

えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自ら考え

ようとする気持ちが育つようにすること。 

幼児は，諸感覚を通して新たなことに気付き疑問を

もち，「こんなふうにしてみたい」という思いをも

つ。そして，その幼児なりに考え，試しかかわること

で納得し満足感を得る。 



 

 ２

また，「『なぜだろう』 

と思い対象とかかわる， 

いろいろに試す，確かめ 

る，納得して自分の世界 

に取り入れるという行為 

の繰り返しの中で，幼児 

の世界は広がり，思考力 

が育つ」３）と述べられて 

いる。これらを整理する 

と，本研究では「思考力 

の芽生えが培われる過程」 

が図１のようになり，こ 

のサイクルの中で思考力 

の芽生えが培われると考 

えた。 

ウ 「思考力の芽生え」を見取る視点とは 

 上記した図１「思考力の芽生えが培われる過

程」の一つ一つには，幼児が思考を巡らせるであ

ろう具体的な姿があると考え，『幼稚園教育要領

解説』と『幼児期から児童期への教育』を参考に

して「思考力の芽生えの見取り表」（表１）を作

成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「遊びこむ」について 

  秋田(前掲)は，「遊びこむ」について，次のよ

うに述べている４）。              

 

 

 

 

 

そこで本実践保育では，子どもが「今，ここ」

で遊びこんでいるかを見るための尺度として 

「保育プロセスの質」研究プロジェクト(2009)が

示している「子どもがどれだけ活動に没頭（没入）

しているかを見る視点」５）である「夢中度」を用 

いることとする。「夢中度」の評定は次の表２の

通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 「遊びこむ」ことと「思考力の芽生え」の関

係について 

『幼稚園教育要領解説』において「幼児は，活 

動に没頭（没入）する中で思考を巡らせる」と述 

べられ，秋田(前掲)は「遊びこめる子どもが学

びこめる子ども，主体的に探求できる力の礎 

になる」と述べていることから，「思考力の芽生

え」と「遊びこむ」ことの関係は対応しているの

ではないだろうかと考えた。つまり「遊びこむ」

➀ 没入している状態 

➁ 子どもたちならではの発想によって遊び

が展開継続している過程にある状態 

➂ 遊びの素材を使いこなし，わが物として

いく状況
 

図１「思考力の芽生え 

が培われる過程」 

表１「思考力の芽生えの見取り表」 

理解を次の遊びや生活に生かす

　　　　やったぁー

  　やっぱりそうだった

  　～だから～なんだ

　　これでいいのかな？

　　 ～かもしれない

     ～してみよう

こんなふうにしてみたい

あんなふうになってみたい

あれ？ おもしろそうだな

なぜだろう？

    あっ？　何かな？

環境（遊具、用具、素材、自然、

動植物、時間、空間、雰囲気、友
達、教師）との出会い

〈環境との出会い〉

〈意欲〉

〈試す〉

〈確かめる〉

〈納得する〉

〈満足感・充実感〉

〈気付き・発見・疑問〉

試行錯誤や工

夫の繰り返し

表２ 「夢中度」の評定 

 

あっ?何かな? 

    

あれ?，おもしろそうだな 

なぜだろう? 

 

こんなふうにしてみたい 

あんなふうになってみたい 

 

 

 

～かもしれない 

～してみよう 

        

 

 

 

これでいいのかな? 

       

やったぁー 

     

やっぱりそうだった 

～だから～なんだ 

        

理解を次の生活や活動に生かす 

・身近な動植物に親しみをもって接する 

・環境とかかわる中で，気付いたり発見したり疑問をもったりする 

・周囲の環境に様々な意味を見いだし，様々なかかわり方を発見する 

・活動する中で遊びのイメージがふくらみ「こうしたい」という意欲や目的をもつ 

・自分なりのイメージを浮かべ，想像力を巡らせる 

・自分なりの意図をもって試したり確かめたりする 

・新たな発見をしたり，どうすればもっと面白くなるかを考えたりする 

・身近にある物や遊具，用具などを使って試したり確かめたり，工夫したりする 

・自分なりのこだわりをもって繰り返しかかわり発見したり変化させたりして遊び続ける 

・友達の考えなどに触れ，新しい考えを生み出す 

・友達と一緒に遊びを実現するために一緒に考えていく 

・幼児自身がこだわりや楽しみを見つけ，友達と一緒に遊びをつくり出す 

・友達と一緒に気に入った遊びを繰り返しながら，自分たちで遊びのルールを作り出した

り，もっと面白くなるように工夫し変化させたりする 

・素材の多様な見立てやかかわりを楽しむ 

・物や遊具，用具などの特性を探り当て，その物や遊具，用具などに合った工夫をする 

・うまくできない経験から新たな思いが生まれ，さらに工夫し，自分の予想や発想を実現

する 

・友達の考えなどに触れ，興味や関心をもってかかわったり遊んだりする 

・教師や友達の姿から，自分も同じようにやってみたくなり一緒に動き始める 

・自分のやりたいことを見つけて「～かもしれない」「～してみよう」と自分なりに考えた

・「やっぱりそうだった」「～だから～なんだ」と納得する 

・対象の性質や仕組みに気付いて，自分なりに使いこなす 

・何度も何度も繰り返す中で疑問が解決され，また新たな疑問が生じたり他のおもしろさ

を発見したりする 

・体験したことをさらに違う形や場面で活用しようとする 

 

思考力の芽生えが培われる過程 幼児の具体的な姿  

・遊具や用具，素材，自然，動植物と出会う 

・友達や教師と触れ合う 

確かめる 

試す 

意欲 

・自分のイメージを様々に表現し，友達と言葉を交わして遊ぶ楽しさを味わう 

・繰り返して遊ぶ中で，自分なりに納得し，充実感や満足感を味わう 

気付き・発見・疑問 

環境との出会い 

充実感・満足感 

納得する 

段階 幼児の具体的な姿 



 

 ３

ことが「幼児の思考力の芽生え」につながると考

え，「思考力の芽生えが培われる過程」（図１）

と「遊びこむ」の過程を対応させると次の図２の

ようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 検証保育の計画と実施 

 

(1) 対象学年及び題材名 

  広島市立Ａ幼稚園４歳児Ｂ組（24名）を対象に

「様々な素材を用いた製作活動・構成遊び」を題

材にして指導計画を作成し，平成24年1月12日～ 

1月20日に保育を実施した。 

 (2) 指導計画 

  様々な素材との出会いを通してその対象とじっ

くりかかわり，試したり気付いたりしていくと

いった「思考力の芽生え」が培われる過程が織

り込まれるような活動内容を工夫して６日間の

保育を行った。指導計画は表３の通りである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

(3) 振り返りについて（対象児に焦点を当てて） 

「遊びこむ」ということに視点を当てて保育を

振り返るときに，「保育プロセスの質」研究プロ

ジェクト(前掲)を参考に，四つの観点である「環

境」「主体性の発揮」「教師のかかわり」「友達 

とのかかわり」を設け，以下の二つの段階でＡ児

の姿を振り返り，思考力の芽生えを培うための教

師の援助の在り方を考えることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(4)「思考力の芽生え」の評価について 

 「思考力の芽生え」の評価については表１「思 

考力の芽生えの見取り表」から，保育のねらいや

評価の観点をあげ，６日間の観点に沿った評定値

を作成した。分析の結果と考察で取りあげる３日

目の観点と評定値は，表４の通りである。 

 

 

３ 検証保育の分析と考察 

 

(1)  分析の方法 

実践保育をビデオカメラで撮影し，抽出児Ａ

児のエピソードを記述した。その際Ａ児の「夢

中度」は１日の約４５分の保育の中で，変化し

ていることが分かったので，変化している姿を 

評定値 観      点 

5 
自分のやりたいことを見付けて「～かもしれない」「～し

てみよう」と自分なりに絶えず考えたり試したりしている 

4 
自分のやりたいことを見付けて「～かもしれない」「～し

てみよう」と自分なりに考えたり試したりしている 

3 
自分のやりたいことを見付けているが，自分なりに考え

たり試したりしていない 

2 自分のやりたいことを見付けようとしている 

1 自分のやりたいことを全く見付けられない 

  
　
　
　
　
　
 
　

遊
び
こ
む
　
　
　
　
　
　

(

没
入
し
て
い
る

)

　　遊びが展開

　　 発　想

　　遊びが継続

  素材と
　　 出会う

 　使いこなす

 　わがもの
　　　　　とする

表３ 指導計画 

第１段階：  Ａ児の姿をエピソードでとら

え，場面ごとに表２で示した「夢

中度」を５段階で評定する。 

第２段階：  なぜその値をつけたのか，その

理由や根拠について上記した四つ

の観点から振り返り，次の保育で

具体的にできる援助は何かを記入

する。 

理解を次の遊びや生活に生かす

　　　　やったぁー

  　やっぱりそうだった

  　～だから～なんだ

　　これでいいのかな？

　　 ～かもしれない

     ～してみよう

こんなふうにしてみたい

あんなふうになってみたい

あれ？ おもしろそうだな

なぜだろう？

    あっ？　何かな？

環境（遊具、用具、素材、自然、

動植物、時間、空間、雰囲気、友
達、教師）との出会い

〈環境との出会い〉

〈意欲〉

〈試す〉

〈確かめる〉

〈納得する〉

〈満足感・充実感〉

〈気付き・発見・疑問〉

試行錯誤や工

夫の繰り返し

図２「思考力の芽生え」と「遊びこむ」ことの関係 

表４ ３日目の評価の観点と評定値 
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図８ 夢中度と思考力の芽生えの評定値（６日目） 

図３ 夢中度と思考力の芽生えの評定値（１日目） 

表５ 「思考力の芽生えが培われる過程」と３日目のＡ児の姿 

あっ?何かな?

　
環境との出会い

あれ?　おもしろそうだな

なぜだろう?

気付き・発見・疑問

こんなふうにしてみたい
あんなふうになってみたい

意欲

～かもしれない

～してみよう

　
試す

これでいいのかな?

　
確かめる

やっぱりそうだった

～だから～なんだ

　
納得する

やったぁー

　 満足感・充実感

 
理解を次の遊びや生活に生かす

試行錯誤や工

夫の繰り返し

教師と友達がトント

ン相撲で遊んでいる

ところにやってきて

参加し，その後も教

師が動いて行くとこ

ろについて行く。

しばらく材料置
き場の前に立って

いろいろな材料や
素材を見る。

教師を待って

いる間，机の

上の短いスト

ロー２本に目

を向ける。

カラーセロファンを手
にして「これの赤がい

る」と教師に要求す
る。

・赤色のモールを左

右対称に置いて羽根

のように形を作る。

・ストロー２本を同

じ長さに切ってスト

ローがチョウチョの

触覚になるようにし

ストローと羽根の形

にしたモールをセロ

テープで付ける。

・２本の触覚の上に

ペットボトルのふた

をそれぞれセロテー

プで付ける。

・短いスト

ロー２本の

先に切り込

みを数個入

れる。

・チョウ

チョの足を

セロテープ

でつける。

・カラーセロファンの上

に作ったチョウチョを置

き、羽根の形に沿ってカ

ラーセロファンを切り、

羽根の形にしていたモー

ルとカラーセロファンを

セロテープで付ける。セ

ロファンの足らないとこ

ろは、さらにカラーセロ

ファンを足して付ける。

・触覚にしていたスト

ローの中にモールを入れ

て丈夫にする。

・残ったモールを２ｃｍ

くらいに折り曲げて、

モールの周りにセロテー

プをつける。そして、黄

色のカラーセロファンを

手でちぎってモールを包

み、セロテープでとめ焼

き芋を作る。

両側の羽根を合体さ

せるために下側の

モールをセロテープ

で留め，上側は短く

切ったストローを

モールの間に入れて

セロテープで留め

る。

最後に触覚の上につ

けたペットボトルの

ふたがぐらぐらしな

いように、もう一度

指で押さえる。

自分が手に持つと触覚が

取れたので、もう一度セ

ロテープでとめ直す。

教師に工夫して作った焼

き芋やチョウチョの足の
ことについて聞かれ，自
信をもって答える。

A児に声を

かけて一緒

に遊べるよ

うに促す。

Ａ児が安心して自分の

やりたいことに向かう

ことができるように，手

をつないだり傍で見

守ったりしてＡ児が自

ら動き出すきっかけが

作れるようにする。

いろいろあるな。

どれを使おうかな?

ストローとモールを
使って，チョウチョを作

りたいな。

このストローを

使って何かでき
ないかな。

チョウチョの足
を作りたいな。

何でぐらぐらするんだろう。

赤色のカラーセロファンを

使ってぐらぐらするのを何と
かしたい。

 A児が左右対称に
置いたモールが上
に浮いていたの

で，Ａ児が形を構
成しやすいように浮

いているモールを
黙ったまま指で押
さえ，Ａ児がやりた

いことを実現できる
ように傍で支える。

Ａ児は作ったチョ

ウチョを次にどの
ようにしたいのかイ
メージが湧かない

様子だったので，
Ａ児なりのイメージ

がもてるよう「チョ
ウチョの家を作る」
とヒントになるよう

な言葉をかけ，必
要な材料を取りに

行く。

 大きな段ボー

ルを用意し，Ａ

児に「トントン，

ここは誰のお家

かな」とＡ児が

イメージをふくら

ませていけるよ

うに声をかけ

る。

Ａ児がつけたチョ

ウチョの足のこと
を認め，周りの友
達にも伝える。そ

して，Ａ児の疑問
につながるような

声をかけ，答えは
出さずにぐらぐら
する部分のテー

プを上から押さえ
る。

Ａ児は作ったチョ

ウチョを手にして
ぐらぐらしないこ

とを確かめる。そ
して，チョウチョを
少し動かしながら

Ａ児の工夫したと
ころやこだわって

作ったところを聞
いてしっかりと認
める。

２場面 ３場面 ４場面1場面

A児がトント

ンと肩をた

たいてくる

サインを受

け止め，Ａ

児のやりた

いことを聞

く。

夢中度２　　低い 夢中度５　特に高い 夢中度3 中程度 夢中度５　特に高い思考力の芽生えが培われる過程

幼児の気持ち

幼児の行動

教師の援助

思考力の芽生え　１ 思考力の芽生え　５ 思考力の芽生え　３ 思考力の芽生え　５

図４ 夢中度と思考力の芽生えの評定値（２日目） 図５ 夢中度と思考力の芽生えの評定値（３日目） 

図６ 夢中度と思考力の芽生えの評定値（４日目） 図７ 夢中度と思考力の芽生えの評定値（５日目） 
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ターニングポイントで場面２～場面４に分け 

て１場面ごとに「夢中度」と「思考力の芽生え」 

を評定し，分析を行った。 

(2) 分析の結果と考察 

ア 「遊びこむ」ことと「思考力の芽生え」の関

係性について 

 図３～８より，「夢中度」が高いときには「思

考力の芽生え」の評定も高く，「夢中度」が低い

ときには「思考力の芽生え」の評定も低くなって

いることが分かる。そして，以下の三つの傾向が

見られた。 

 

 

 

 

(a)については，表５より「夢中度」も「思考 

力の芽生え」も高い場面２と場面４のときにはＡ

児の行動が「思考力の芽生えが培われる過程」に

沿っていることが分かった。また，２・４・５・

６日目も同じ過程に沿っていることが分かった。

このことから，Ａ児が遊びこんでいるときには，

自ら考えようとする気持ちをしっかりともててい

るということが考えられる。 

 (b)については，表５の場面１より，Ａ児は環 

境と出会っていても心を動かしておらず，Ａ児自

身「こんなふうにしてみたい」「あんなふうにな

ってみたい」といった意欲をもつことができてい

ないことが分かった。このことから，遊びこめて

いないときには心も動いておらず，自ら考えよう

とする気持ちももてていないということが考えら

れる。 

 (c)においては，Ａ児は友達に頼まれて看板の 

字を書いたり，友達に手を引かれていろいろな場

所に移って遊んだりしている。このように，この

場面は友達とのかかわりによって，「夢中度」は

ある程度高いが，Ａ児自身の「こんなふうにして

みたい」「あんなふうになってみたい」といった

意欲がないために，友達の思いや動きに流されて

行動していることが分かった。このことから，明

らかに活動に参加し，遊びこんでいても友達の思

いや行動に流されて自ら考えようとする気持ちは

もてていないということが考えられる。 

イ 教師の援助 

 表５より，教師はＡ児の遊びのターニングポイ

ントとなる場面で，次の活動につながるような援

助（表５の下線の援助）を行っていることが分か

った。また，ターニングポイントとなる場面で行

った環境構成や教師の援助は，Ａ児の「夢中度」

を上げたり下げたりしている要因となっているこ

とが分かった。 

そこで，図５に表５のＡ児のエピソードと教師

の援助を入れ込んだ図９をもとに，教師の援助を

具体的に考察することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面１から場面２において「夢中度」が上がっ

ている要因として「様々な種類の材料や素材を自

由に使えるような場の設定」「Ａ児の思いに寄り

添う援助」が挙げられる。 

また，場面２から場面３では，「夢中度」が下

がっている。教師は，Ａ児が作ったチョウチョを

次にどのようにしたいのか，イメージをもってい

ないと受け止め，Ａ児に次の目的をもたせようと

「チョウチョのお家作る？」とヒントとなるよう

な言葉をかけている。しかし，実際Ａ児はチョウ

チョを使って遊びたかったのではなく，チョウチ

ョをもっと自分のイメージしたものに近づけたか

ったというＡ児の思いが分析より分かり，「Ａ児

の思いとはずれた材料の準備や教師のかかわり」

が「夢中度」を下げた要因として挙げられる。 

(a) 「夢中度」も「思考力の芽生え」も高い 

(b) 「夢中度」も「思考力の芽生え」も低い 

(c) 「夢中度」よりも「思考力の芽生え」が

低い 

図９ ３日目の評定値と教師の援助 
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 ６

そして，場面３から場面４では再び「夢中度」

が上がっている。要因としては，Ａ児が自分の作

ったチョウチョに納得していない様子が見られた

ので，「ぐらぐらするねぇ。」とＡ児の疑問につ

ながるような言葉をかけ，チョウチョをじっと眺

めながら間を作るといった「Ａ児の疑問につなが

るような言葉がけや間作り」が挙げられる。 

以上のことから，Ａ児が遊びこんでいくために

は，環境との出会いを通してＡ児自身が「意欲」

をもち自主的に行動することができるように援助

していくことが重要であると考えられる。 

 

４ 「思考力の芽生えの見取り表」の再構成 

  

上述したように，６日間の実践保育より「夢中

度」を上げたり下げたりした要因について分析・

考察していくと，思考力の芽生えを培うためのキ

ーワードとなる教師の援助が明らかになった。ま 

た，思考力の芽生えが培われる一つ一つの過程に

おける幼児の実態に応じた援助が必要であること

が分かった。そこで，「思考力の芽生えの見取り

表」に「教師の援助」を加えて表の再構成を行っ

た。次の表６の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○ 「遊びこむ」ことと「思考力の芽生え」は関

係性があるということが分かり，幼児が「遊び

こめる」ような援助を行うことが，幼児の思考

力の芽生えを培うことにつながることを抽出児

の行動から明らかにすることができた。 

○ 幼児が環境との出会いを通して自ら考えよう

とする気持ちをはぐくんでいくためには，思考

力の芽生えが培われる一つ一つの過程に応じた

援助が必要であることが分かり，「思考力の芽

生えの見取り表」を再構成することができた。 

 

２ 課題 

○ 本研究では，抽出児を対象として分析・考察

を行った。今後は一般性という面において，他

の幼児においても探っていきたい。 

○  「思考力の芽生えの見取り表」においても，

今後，検討していく必要がある。 
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